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「山城」ってどんなお城？

お
し
ら
せ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
11
月

26
日
に
60
本
の
桜
の
植
栽
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
事

前
に
植
栽
穴
の
掘
削
作
業
、

資
材
運
搬
作
業
を
11
月
中

旬
頃
よ
り
随
時
実
施
し
ま
す
。

登
山
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご

不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

光城山 1 0 0 0 人 S A K U R A プロジェクト

「光城山1000人SAKURAプロジェクト」では、市民の皆さんが、より光城山への関心をもっていただく機会として、山城
としての光城山の歴史を学ぶ講座（「戦国の山城 光城山の見方・歩き方」）を開催しました。史料が少なく謎の多い
光城山。しかし、それだけに、歴史ファンならずとも、想像をかきたてる魅力が満載の山城です。

平
成
27
年
度
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
植
栽
し
た
三
百
本
の
桜
、

お
お
む
ね
順
調
に
育
っ
て
い

ま
す
。

市制施行10周年を記念して、昨年度、多くの市民の皆さんと植栽した300本の桜は、ほと
んどの桜が順調に根付きました。植栽した桜は、地元の皆さんを中心に、生育管理等行っ
ています。特に夏場の水不足が心配されましたが、無事に乗り切ったようです。これからも
皆さんで温かく成長を見守ってください。
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「お城」というと、どんなものをイメージしますか？天守閣や石垣や水をめぐらしたお堀があって・・・いわゆる近世の
お城をイメージされるのではないでしょうか。しかし、光城山のような「山城」 は、天守閣も石垣もありません。お堀
は水の無い空堀です。普段、私たちがイメージしやすいお城は、城主や家臣たちが定住し、政治の中心ですが、山
城は人が暮らすような建物はありません。城主らは麓の館に居住していました。諸説ありますが、戦時に逃げ込む
場所だった、監視を目的に築かれた、などと言われています。

光城山を治めていたのは、
あの真田家の本家？！
江戸時代に作成された地歴書である「信府統記（し
んぷとうき）」には、光城の城主は、海野幸継の六男
である幸国（光の六郎）、また、その幾代か後には、
海野大和という人物が治めていたと思われる記述が
残されています。この「海野」氏、諸説ありますが、か
の有名な真田家の本家であると言われています。

築城は群雄割拠の戦国時代？！
光城の築城時期は不明です。残された史料からは
断片的なことしかわかりませんが、光城の南に位置
する田沢城は、室町時代中期頃に築城されたと考え
られており、光城はその後に築城されたと考えられ
ています。ちょうど、武田氏や織田氏などが登場する、
戦乱の激しくなる戦国時代頃の築城ではないかと言
われています。


